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前
回
の
一
般
質
問
終

了
後
、
市
長
は
、
答
弁
の
訂

正
を
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
発

言
を
。

　
　
　

訂
正
の
発
言
は
、「
情

報
公
開
に
つ
い
て
裁
判
の
中

で
開
示
が
認
め
ら
れ
た
と
言

う
質
問
に
、
私
も
そ
の
よ
う

に
答
弁
し
た
が
、
そ
の
開
示

と
は
裁
判
の
手
続
き
の
も
の

で
裁
判
所
が
開
示
を
認
め
た

訳
で
は
な
い
の
で
、
先
程
の

発
言
を
訂
正
す
る
。」

　
　
　

私
は
「
裁
判
所
が
開

示
を
認
め
た
」
と
は
言
っ
て

い
な
い
。
会
議
録
で
そ
の
発

言
の
指
摘
を
。

※
次
の
日
、
市
長
は
再
び
発

言
さ
れ
た
。

　
　
　　　
「
髙
木
議
員
の
発
言

を
確
認
し
た
が
、
裁
判
の
中

で
開
示
が
認
め
ら
れ
た
と
の
、

発
言
は
な
か
っ
た
。」

　
　
　

Ｈ
31
・
１
・
22
日
判

決
言
渡
。
結
果
に
対
す
る
市

長
の
思
い
を
。

　
　
　

判
決
後
原
告
が
控
訴

さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
申

し
上
げ
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　

情
報
公
開
の
申
請
は
、

不
開
示
処
分
。
私
は
、
開
示

を
求
め
る
訴
訟
を
提
訴
。
６

項
目
に
分
け
て
争
っ
た
判
決

の
結
果
は
、
被
告
に
は
５
つ

に
対
し
て
不
開
示
処
分
を
取

り
消
し
、
開
示
す
る
よ
う
命

じ
た
。
私
は
残
り
の
一
つ
を

控
訴
し
た
。
市
長
も
控
訴
し

た
か
。

　
　
　
　

原
告
が
控
訴
さ
れ

た
時
期
に
応
訴
し
た
。
日
時

は
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　

判
決
の
結
果
を
議
会

に
報
告
は
。

　
　
　
　
　

当
然
す
る
必
要

は
あ
る
。
ま
だ
把
握
し
て
い

な
い
、
把
握
し
た
段
階
で
報

告
す
る
。

　
　
　
　

議
員
は
判
決
が
決

定
し
た
と
言
っ
て
い
る
が
控

訴
さ
れ
た
の
で
裁
判
は
継
続

中
。

　
　
　

私
が
控
訴
し
た
こ
と

を
理
由
に
し
て
い
る
が
、
市

長
は
５
つ
に
対
し
て
、
控
訴

は
な
ぜ
し
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
　

一
審
の
判
決
が
出

た
段
階
で
は
控
訴
の
検
討
は

し
な
か
っ
た
。

　
　
　

控
訴
の
期
限
は
知
っ

て
い
る
か
。

　
　
　
　

期
限
は
２
週
間
と

思
う
。
原
告
が
控
訴
さ
れ
、

結
論
が
出
て
い
な
い
の
に
続

行
と
い
う
の
は
、
私
達
は
判

断
で
き
な
い
。

髙木和惠議員

　

　
　
　

前
回
質
問
し
た
空
き

家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
、
そ
の

後
の
経
過
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

空
き
家
バ
ン

ク
制
度
を
開
始
し
た
の
が
平

成
21
年
か
ら
で
あ
り
、
現
在

ま
で
の
総
登
録
件
数
が
１
２

１
件
、
こ
れ
ま
で
の
仲
介
契

約
件
数
が
69
件
、
現
時
点
で

紹
介
で
き
る
空
き
家
の
件
数

が
30
件
あ
る
。

　
　
　

前
回
質
問
し
た
空
き

家
の
解
体
に
対
す
る
補
助
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
経
過
を

伺
う
。

　
　
　
　
　

空
き
家
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
平
成

30
年
度
は
72
件
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
44
件

が
空
き
家
の
解
体
の
補
助
金

に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
実

際
に
利
用
さ
れ
た
件
数
は
、

今
年
度
は
24
件
、
28
年
度
か

ら
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

合
計
で
55
件
補
助
金
を
利
用

し
て
解
体
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。

　
　
　

も
う
一
度
解
体
に
対

す
る
補
助
の
条
件
と
金
額
を

伺
う
。

　
　
　
　
　

補
助
金
の
金
額

は
上
限
で
50
万
円
、
解
体
費

の
40
％
に
な
る
。
条
件
は
住

家
で
あ
る
こ
と
、
倉
庫
等
は

対
象
外
、
そ
れ
か
ら
危
険
度

判
定
が
あ
り
、
そ
の
判
定
が

１
０
０
点
以
上
行
っ
た
も
の
、

そ
う
い
っ
た
条
件
が
あ
る
。

　
　
　

災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
高
齢
者
や
、
体
の
不
自

由
な
方
を
誘
導
す
る
人
員
は

配
置
し
て
あ
る
の
か
。
ま
た
、

布
団
や
毛
布
等
、
大
き
な
荷

物
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
そ
の
あ
た
り

の
対
策
は
で
き
て
い
る
の
か

伺
う
。

　
　
　
　
　

災
害
時
の
避
難

に
つ
い
て
は
、
災
害
が
予
想

さ
れ
る
場
合
の
自
主
避
難
と

緊
急
時
の
避
難
準
備
情
報
、

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
が
あ

り
、
自
主
避
難
の
場
合
は
、

必
要
な
物
は
避
難
す
る
方
に

持
っ
て
き
て
も
ら
う
。

　

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
を

発
令
し
た
場
合
は
、
備
蓄
し

て
い
る
分
を
配
布
す
る
形
に

な
る
。
高
齢
者
や
、
体
の
不

自
由
な
方
の
誘
導
は
、
職
員

数
で
は
到
底
カ
バ
ー
で
き
な

い
た
め
、
身
近
な
方
々
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
自
主

防
災
組
織
の
補
助
制
度
等
、

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
活
動
を

支
援
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

今
後
の
南
島
原
市
に
つ
い
て

中村哲康議員

議
員

議
員

鮎帰りの滝
のその後の
経過は

鮎帰りの滝
のその後の
経過は
市長／所有者と協議を進
めている。
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配付物は自治会
長が一人で配る
のか

配付物は自治会
長が一人で配る
のか
企画振興部長／自治会次
第では隣組長さん等、配
付の形はいろいろと思う。

企
画
振
興
部
長

日　時 年　　　齢 保育料 人　数

31年4月 0才～5才（1子目） 有料 約600人

31年10月
0才～2才（1子目） 有料 約210人

（住民税非課税） 無料 約100人

Ｈ31.3.31現在


